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■まえがき 

 北海道の本格的な近代化は､1869年(明治2年)7月、明治政府の開拓使設置によりスタートします

が、黒田清隆(1840－1900)＜以下､｢黒田｣＞は､1870年(明治3年)5月開拓次官、その後1874―1881

年(明治7年8月―明治15年)開拓使長官として、多くの外国人指導者を招聘して、北海道の開発や

農工業の振興に力を注ぎ、今日の北海道および近代都市札幌の発展の基礎を築いたのです。北海道

開拓の恩人といわれる所以です。 

 黒田(30歳)は､農業経営の模範を米国に求めて､1871年(明治4年)4月、マサチューセッツ州出身

の米国農務省長官(農務局長)ホーレス・ケプロン(1804-1885､当時67歳)を開拓使顧問として招聘し

ました。同年8月、来日したケプロンの指導で、早速､東京の青山･赤坂･麻布に官園が設けられ、北

海道に導入する作物の試作、家畜の飼育や農業技術者の養成などが行われます。ケプロンは､滞日3

年10ヵ月､その間3回にわたり、道内各地の視察･調査に来道し、北海道の基本的な開発計画を提案

し、札幌を首都とすること、農業開発のために高等教育機関を設置することなどを内容とする詳細

な｢ケプロン報文｣を作成しています。このケプロンの進言により、米国の進んだ畜産技術や農耕馬

によるプラオの使用を普及させたエドウィン・ダン(1848－1931)を招き、またマサチューセッツ農

科大学長ウィリアム・Ｓ・クラーク(1826－1886)を迎えて札幌農学校を開校（明9,8,14）させます。

ケプロンの提言は、すべて、北海道開拓の基礎事業、開発すべき諸産業の振興に関するものであり、

その後の北海道の開拓･開発の重要な指針となるものであったといわれています。 

2010年、北海道・マサチューセッツ州姉妹提携20周年を迎えるにあたり、前号の北海道開拓の父

「ホーレス・ケプロン」に続いて、今回は、そのプロモーター・北海道開拓の恩人｢黒田清隆｣の生

涯と業績を掘り起こしてみたいと思います。 

 

■黒田清隆の生立ち 

黒田清隆は、1840年(天保11年)10月16日、薩摩藩士の家禄わずか4石の下級武士・黒田仲佐衛

門清行の長男として生まれています。幼名了介。両親を早くに亡くし、姉の黒田たかが母親代わり

的な存在であったようです。黒田は､藩の若者を集団訓練する｢郷中教育｣でほとんど休まず軍事調練

をうける元気者であったそうです。長じて薩摩藩の藩校｢造士館｣に学び､藩主島津斉彬の西欧の学問
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や新しい技術に目を向ける考え方の影響を強く受けます。1860年(万延元年)､藩から三両二人扶持を

与えられて砲隊の砲手となり、異彩を放ったといわれます。当時すでに､薩摩藩では、溶鉱炉・鋼鉄

製造炉・大小砲削磨機・その他製織工場などもあり、「集成館」という藩営工場群の工業活動が盛ん

であったようです。 

 1862年(文久2年)8月21日、生麦村(現､横浜市鶴見区)を通過中の薩摩藩主島津忠義後見役の叔

父島津久光一行の行列に馬で乗り入れたイギリス商人Ｃ.L.リチャードソンら4人を殺傷した「生麦

事件」の折、黒田は､薩摩藩随行の一人として居合わせるも、自らは武器を振るわず、抜刀しようと

した者を止めたといわれます。黒田自身は｢示現流｣の有数の使い手で､後年、宗家東郷重矯より皆伝

しています。 

 「生麦事件」に対する英国の賠償金要求を薩摩藩が拒否したために、1863年(文久3年)7月2日､

英国艦隊７隻が鹿児島湾(錦江湾)に進入､暴風雨の中で薩摩の陸上砲台との間で激しい砲撃戦が展

開されました。薩摩藩の諸砲台･藩直営工場の｢集成館｣は壊滅的損害を受け、民家や寺社までも大き

な被害が及び、英国艦船の大砲の威力に驚きました。英国側も60名余の死傷者をだしています。こ

の「薩英戦争」に砲隊の一員として参加した黒田は､外国のすぐれた技術や文化を取り入れなければ

ならないことを一層強く感じます。黒田は留学を願い出て､藩主からロシア留学を命ぜられましたが、

1863年(文久3年)12月､藩の要請で江戸にでて､砲術の指導者を養成する｢江川塾｣で、大砲の射程・

照準などの正確な理論と実技を学び皆伝しています。 

1866年(慶応2年)の薩長同盟に際しては、薩摩側の使者として土佐藩の坂本竜馬(1836－1867)に

会い､大阪で薩摩の西郷隆盛(1828－1877)と長州の桂小五郎(後の木戸孝允･1833－1877)の対面を実

現させています。そして討幕を目的とする政治的・軍事的な同盟､いわゆる｢薩長連合｣が成立します。 

 薩長を中心とする新政府軍と旧幕府軍の争いは続き、1868年(慶応4年)の｢戊辰戦争｣では、黒田

は1月鳥羽伏見の戦いで薩摩藩小銃第１隊長として参戦。また北越戦争では､山県有朋とともに参謀

を命ぜられます。夜襲を受けた長岡城の攻防で官軍主力は劣勢にたつも、黒田は新発田藩を降し新

潟を占領して戦闘を決したのでした。さらに、黒田は西郷と合流して米沢藩と庄内藩を帰順させて、

9月27日庄内の鶴岡城を接収してこの方面の戦闘を終えています。黒田はいったん帰郷。1869年(明

治2年)1月､軍務官に任命されます。 

1868年(慶応4年―9月8日明治と改元))、官軍は西郷隆盛を参謀として3月15日総攻撃を期し

て江戸に迫りますが、官軍の西郷隆盛と幕府の勝海舟(1823－1899)の歴史的会見により､「江戸城」

の無血開城(4月11日)の運びとなります。 

しかし､勝の江戸開城を不満とした旧幕府海軍副総裁榎本武揚(1836－1908)は､8 月 19 日､旧幕府

の新鋭艦｢開陽｣･｢回天｣など 8 隻を率いて北上､仙台湾に集結します。旧幕府陸軍奉行大鳥圭介の部

隊など､その幕軍の数2,500人といわれます。評議の結果箱館をめざすこととなります。10月､榎本

は噴火湾岸の森(鷲ノ木)に上陸して､箱館五稜郭(箱館裁判所-箱館府)を占領した大鳥圭介・土方歳

三らと合流し､11月松前城をも陥し入れて全島平定成り､12月「蝦夷共和国」の独立を宣言して、蝦

夷島総裁榎本武揚・副総裁松平太郎・海軍奉行荒井郁之助・陸軍奉行大鳥圭介の新政権を樹立しま

す。これに対し､新政府軍の五稜郭を攻撃する「箱館戦争」がはじまります。黒田は新政府の陸軍総

参謀として1869年(明治2年)3月、東京を出港、途中宮古湾海戦に際会しますが、4月19日江差に

上陸して、官軍と旧幕府軍との最後の戦いの総指揮をとります。5月に旧幕府軍が箱館に追い詰めら

れたのをみて、オランダ留学の外国近代科学(軍艦建造･船舶運用術･砲術･機関学)の新知識所有者榎

本を惜しみ､助命の内部工作を手配します。最期を覚悟した榎本は、留学中の貴重な研究書｢万国海
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律全書｣上下二巻を黒田に届けます。この返礼として黒田は酒5樽と鶏卵500個を送ったといわれま

す。黒田は､5月11日を総攻撃と定めて、自ら少数の兵を率いて背後の箱館山を占領して奇襲攻撃を

しかけます。土方の新撰組隊敵や伝習仕官隊が迎撃しますが､五稜郭に追い込まれます。この戦いで､

土方は必死に交戦しますが､遂に流弾に当たって落命したのでした。黒田は榎本に降伏を勧めます。

このとき、村橋久成が軍監として降伏勧告の任にあたっています。榎本は遂に意を決して､5 月 18

日､部下1,000名と共に五稜郭を出て降伏しました。こうして｢箱館戦争｣は終結します。榎本ら首脳

部は東京の軍務官の獄に投ぜられ、一般兵士は弘前その他に軟禁されたといわれます。 

＜同年(明治2年)11月22日、黒田(28歳)は､大久保利通の世話により、旧旗本中山勝重長 

女せい(14歳)と結婚します｡この結婚から明治６年ころまでが幸福な時期であったようです。 

黒田は子煩悩で明治5年の長男誕生を喜ぶも病死､そして明治8年待望の長女をもうけるも､ 

またも翌年夭折。黒田は悲嘆に暮れ､妻も悲しみのあまり体調を損ないます。この悲しみの 

中で､妻の妹百子(9歳)を養女にむかえて､家庭も少し明るくなったといわれます。＞ 

 黒田は、戦後、榎本武揚助命を強く要求して厳罰を求める者と長い間対立し、助命嘆願のために

剃髪までしています。これについては､1872年(明治5年)1月6日になってようやく榎本武揚・松平

太郎･荒井郁之助・永井尚志・大鳥圭介・沢太郎右衛門らは､謹慎処分で無罪決着します。後に、開

拓使に登用し､北海道開拓に協力させています。以後､榎本は黒田の「知恵袋」として活躍します。 

 

■明治政府の北海道開拓 

 明治政府は、ロシアの南下政策に対して、北方の防備のために北海道の開拓を急務としていました。  

黒田（29歳）は､1870年(明治3年)樺太専任開拓次官となり､7月から樺太出張してロシア関係の調

整にあたるも危機感を強くします。北海道を視察して帰京すると､10月20日、北海道開拓の必要性

を説く建議書を提出。すぐにも外国から開拓のことに長ずるものを雇い､北海道への移民・工業・鉱

山測量などのことを実施すべきであると主張しました。明治政府は､この黒田の提案を全面的に受け

入れて､北海道開拓に必要とする、開拓に長じた外国人技術者の雇用と農業機械購入など､樺太･北海

道全域の全てを黒田に委任します。その費用について､開拓使の定額予算以外からの支出も保障して

います。 

 1871年(明治4年)1月4日、黒田(30歳)は、留学生7名を伴って米国に向けて出発、サンフラン

シスコから大陸横断鉄道でワシントンに到着します。黒田は、当初から北海道開拓に必要なお雇い

外国人を主として米国に求める考えであったようです。また、直接の人選の衝にあった森有礼(1847

－1889)は、気候風土の相似したニューイングランドの州を念頭においていたようです。こうして、

同年(明治 4年)4 月、黒田(30 歳)は、駐米公使の森有礼とともにグラント大統領に会見して、日本

政府の申し出を提示します。これを受けて米国は日本の要請を承認して、開拓使顧問としてホーレ

ス・ケプロン(67 歳)を推薦しています。滞米中黒田は、密出国した野村高文という学生を通訳とし

て採用したり、密出国の新島襄(後の同志社大学創立者)に学資を与えたりしています。また漂流し

て米国に流れ着いた漁船員なども援助して帰国させています。黒田はこの間、英･仏･蘭を経て、ロ

シアに至り、帰路米国で多くの資材・機械類を購入して､6 月 7日帰国します。帰国後､10 月開拓使

長官東久世通禧の辞任により､黒田は次官のまま開拓使の頂点にたつことになりました。 

 

■開拓使顧問ホーレス・ケプロンの招聘 

 明治政府はケプロンを1871年(明治4年)5月15日に任命するも、後任の関係で大統領の承認が得
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られず、ケプロンが6月27日に、辞表を再提出してグラント大統領の承認を得ています。 

（ケプロンの年俸は1万ドル＜農務局長職は4,000ドル＞。助手は3000～4000ドル。一行 

の日米往復と滞日中の生活の経費はすべて日本政府負担。さらに､家具つき住居提供、家 

賃・税免除。家事使用人・世話人・警備員を置く～などの条件。） 

ケプロン他3名の一行は、1871年(明治4年)8月1日サンフランシスコを出発、8月25日午後6

時半横浜港に到着しました。東京での宿舎は芝増上寺の本坊が｢ケプロン館｣に当てられました。早

速、政府高官の饗宴をうけ、天皇にも謁見しています。ケプロンは来日に際し、工学・地質・鉱学

関係担当の技師として合衆国農務省に勤務していたアンチセル、測量・土木関係担当の技師として

バルチモア･オハイオ鉄道に勤務していたワーフィールド、それに書記兼医師としてジョウジタウン

医科大学解剖学助手・合衆国農務省図書館司書をしていたエルドリッジという優秀なスタッフを同

行したのでした。 

 

■黒田清隆・ホーレス･ケプロンの北海道開拓計画 

 草創期の初代判官島義勇・その札幌都市計画の実施にあたった第 2 代判官岩村通俊のあとを受

けて、黒田は､ケプロンと相談して北海道開拓の事業推進のために「開拓使10年計画」(明5～明14)

を立てます。当時のお金で､1,000万円の予算で､外国の新しい技術や制度を取り入れて北海道を開拓

しようと考えたのです。 

まず、ケプロンの｢農科大学を興すべし｣の献言を受けて､1872年（明治5年）4月15日､東京芝増

上寺山内に「開拓使仮学校」を開校します。校長荒井郁之助・教頭アンチセル・教授ワッソンとし、

お雇い教師はほとんどアメリカ人を採用しています。官費生50 名・私費生50 名を定員として、官

費生は10年・私費生は5年開拓使奉職を義務とします。（この「仮学校」が、校風弛緩により廃校･

再建、女子校併設などの曲折を経て、1875 年(明治 8年)8 月､札幌に移転して｢札幌学校｣(校長調所

広丈)となり、翌1876年（明治9年）7月31日クラーク、ホイーラー､ペンハローの一行を札幌に迎

えて､8月14日の「札幌農学校」(校長調所広丈・教頭クラーク博士)の開校へとつながります。） 

ケプロンは、1871年(明治4年)9月、早速、東京の青山･赤坂･麻布に農事試験場「官園」3ヶ所設

置して、アメリカから輸入した動植物を管理しました。（この建設･事業責任者に、村橋久成が任命

されています。）開拓使は、「将来北海道で栽培する農作物は､まず東京の官園で試験栽培し、成功の

メドがついてから、北海道に移殖しよう」と考えていました。後に、北海道の七重官園(のち七飯勧

業試験場)・札幌官園が設置されました。札幌では、札幌本庁敷地北側に3600 坪(後に 40 万坪に拡

大)の御手作場を設け､さまざまな農作物が栽培され｢葡萄園｣･｢ホップ園｣･｢果樹園」なども設けられ

ました。その後、1876 年（明治9年）には、この官園のうち､30 万坪が札幌農学校農場に移管され

ました。 

開拓使は、ケプロンの献策により、札幌市内大通～北1条・東1丁目～東4丁目を工業ゾーンと

して、さまざまな｢官営工場｣を建設しました。当初､東京の官園内に建設予定であった「麦酒醸造所」

ですが、村橋の提言が認められて、村橋久成と麦酒醸造技師中川清兵衛による「開拓使麦酒醸造所」

(明 9､今日のサッポロビールの原点)もこの地に誕生しています。「開拓使葡萄酒醸造所」｢開拓使製

糸所｣などの開拓使諸工場設置も、黒田が若き日に薩摩藩で経験した近代科学重視の考え方が反映し

たものと考えられます。しかし､財政経理については､次第に赤字が累積して､早くも明治5年 10 月

「札幌会議」で道政の立て直しが必要ということになり、明治6年 2月岩村通俊(1840－1915)判官

が辞任して､健全財政について定評のあった松本十郎(1840－1916)が迎えられます。松本は諸費の無
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駄を省き、新規事業を中止させ､6年には庁員を半数に整理してかえって事務能率をあげたといわれ

ます。松本の緊縮方針により、一時札幌の建設ブームは去り、街は活気を失って､札幌を去る市民も

少なくなかったそうです。こうして松本は8年1月に至って赤字を解消しています。しかしその後、

松本は、樺太アイヌの対雁(ついしかり)強制移住をめぐって黒田と対立し、開拓使を去って故郷庄

内に帰り､一介の農民として生涯を送ったのでした。 

 1873年(明治6年)11月､黒田は屯田兵の創設を建議します｡大久保利通(1830－1878)の支持を受け､

12 月に承認されます｡この屯田兵制度は､北海道の開拓と北方警備の重要性に加えて､禄を失った士

族救済の役割をはたす画期的な政策でした｡1874年(明治7年)6月､黒田は、陸軍中将､北海道屯田憲

兵事務総理。同年8月､参議兼開拓長官となり、榎本らの旧幕臣の多くを開拓使に登用しています。 

 1874年(明治7年)､ケプロンの進言により､屯田兵最初の入植地を札幌郡琴似村と定めて、兵屋208

戸･中隊本部・練兵場･授産所などを建設しますが､この｢琴似屯田兵村｣建設の任にあたったのも村橋

久成でした。翌年5月､屯田兵･家族965人第1陣が入植しています。以後､北海道には､最終的に37

の兵村が出来、合計約4万人が入植します。＜屯田兵制度は1904年(明37)廃止まで続きます。＞ 

ケプロン在任中のお雇い外国人の大半は、ケプロンの推薦・承認のもとに採用されたこともあり､

多くのアメリカ人技術者が中心となったようです｡地質･測量･鉱山のライマンや助手マンロー

(1872・明5来日～)､農業･牧畜のボーマー(1871・明4来日～)やダン(1873・明6来日～)などがよ

く知られています。 

ケプロン帰国後も、札幌農学校関係では、初代教頭・農学・化学・数学のクラーク、土木工学・

数学・第2代教頭のホイーラー、化学・農学・数学・第3代教頭のペンハロー(3名､1876・明9来日

～)、農学・官園監督・第4代教頭のブルックス(1877・明 10 来日～)、生理学・解剖学・病院医術

顧問のカッター、数学・土木のピーボディー(2名､1878・明11来日～)などを迎えています。また､

茅沼・幌内炭鉱のゴージョー、ダウス（2名、1879・明12来日～）、鉄道敷設・土木顧問のクロフォ

ード(1878・明 11 来日～)、水産加工・魚肉缶詰製造のトリート(1877・明 10 来日～)などが招かれ

ており、ケプロンを筆頭に48名の｢お雇い外国人｣がアメリカ人でした。 

 

■西南戦争への参戦 

 1873年(明治6年)征韓論に敗れた西郷隆盛は､故郷鹿児島に帰ります。各地に士族反乱が起こり、 

西郷は薩摩士族12,000を擁して､各士族グループの反政府軍を率いて､1876年(明治9年)1月北上し､

２月｢西南戦争｣最大の戦場、政府軍が守る熊本城の攻防となります。黒田軍の奇襲攻撃などもあり､

3 月 20 日､田原坂の激戦で政府軍が西郷軍を撃破しで帰趨が決します｡以後､西郷軍は鹿児島まで後

退を続けて､9月24日「城山」も陥落し､西郷らが自刃して約半年におよぶ戦闘は終結します。政府

軍58,600に対して、西郷軍の総兵力3万余・戦死約6,000・戦後処罰2､760(斬罪22)といわれます。 

（この｢西南戦争｣には､北海道から屯田兵も政府軍の一翼として出征しました。准陸軍大佐堀基・准

陸軍少佐永山武四郎が､琴似･山鼻の屯田兵を率いて､人吉の戦闘に参加して西郷軍を撃ち破り､百姓

部隊と蔑視されていた屯田兵の勇名をとどろかせたのです。） 

 黒田が戦場から帰ると､やせ細った妻せいと養女百子が出迎えます。翌明治11 年（1879）3 月 28

日､妻せいは亡くなります。肺結核で喀血して夜具には血が滲んでいたといわれます｡しかし､黒田が

もともと酒豪であり､失態もあったことから､｢黒田が酒に酔って妻を殺した･･･｣という風説が流れ

ていました。しかし､黒田は､亡き妻の位牌を守ってこの家をでることはなかったのです。養女百子

は成人して、1877年(明治20年)に､陸軍少将黒木為基に嫁ぎ､黒田はひたすらその幸せを願っていま
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す。後､黒木は陸軍大将となり日露戦争で活躍、百子も賢夫人となって一家を支えています。 

 黒田は、またロシアの文化に対しても大きな関心をもっていました。榎本が日本の全権公使とし

て､ロシアから､氷のとり方・毛皮加工・ペチカの構造などを報告しています。開拓使の貴賓用ホテ

ル「豊平館」(明治13年)も、アメリカの建築様式を基調に、榎本がロシアから送った図面も取り入

れて建築されたものだということです。 

 黒田は､1878 年(明治 11 年)､ウラジオストックで開催した｢北海道見本市｣にでかけて、馬車・馬

橇・馬の冬蹄鉄などを持ち帰り、また樺太コルサコフ(大泊)から防寒具・ペチカ・丸太家屋を調査

して、その大工 3 人を雇用するなどしています。またストーブの使用や石造り・レンガ造りの建築

をすすめ、札幌石山軟石の建築には補助金まで出したといわれます。明治 12 年函館大火の時には、

自宅用に用意してあった建築木材を東京から函館に全部送らせたそうです。 

1878年(明治11年)5月 14日、明治の元勲大久保利通(1830－1878)の馬車が紀尾井坂で暴徒に襲

われ刺客6人によって暗殺されます。49歳でした。黒田は、西南戦争で､崇敬する先輩西郷を死に追

いやり、いままた､兄とも慕う大久保を失ったことに､大きな衝撃と絶望感を覚えたのでした。 

 1881年(明治13年)12月10日、黒田（41歳）は､本所の木材商丸山伝右衛門の三女滝子(18歳 

本所小町と評判の美女)と結婚し、3年後に娘梅子・55年後に嗣子清仲を授かります。 

1888 年(明治 21 年)4 月、黒田(48 歳)は、第2代内閣総理大臣になります。翌年｢大日本帝国憲法｣

が制定されます。1889年(明治22年)10月、総理大臣を辞め､枢密顧問官となります。 

1895 年(明治 28 年)2 月、枢密院議長となります。このころ､農商務大臣を退いた榎本から、自分の

長男武憲(東大卒･27歳)の嫁として､梅子（17歳）をもらい受けて黒田の恩義を子々孫々まで伝えた

いという申し出があります。黒田は感激して応諾し､1898年(明治31年)暮れ、この二人の結婚式が

行われています。晩年の黒田は､脳溢血、坐骨神経痛などに苦しんでいました。次第に坐骨神経痛が

悪化して不眠が数日続き、実家に戻って看病していた梅子に看取られて､1900年(明治33年)8月23

日､永眠しました。享年59歳。葬儀委員長は､生涯の盟友榎本武揚でした。また元札幌農学校生内村

鑑三も熱烈な弔辞をささげたということです。火葬にして東京の青山墓地に葬られましたｶﾞ､お墓は､

札幌穴の沢(石山)産の石を取り寄せて造営されていたそうです。そして､8月25日に従一位大勲位菊

花大綬章を授けられています。 

 

■結び 

 黒田の北海道開拓計画がなければ、ケプロンの招聘も札幌農学校の開校もなく、クラーク博士も

札幌にこなかったでしょう。そして内村鑑三も新渡戸稲造も世に出なかったでしょう。 

1906年(明39)､大通公園に銅像が建てられましたが､1943年(昭18)､戦争の資材として潰されまし

た｡そして､1968年(昭43)､北海道開道百年を記念して大通公園10丁目に東面して､｢黒田清隆｣｢ホー

レス・ケプロン｣の銅像が建てられました。以来､二人の像はいつも札幌の街を見つめています。 

<主な参考文献及び参考資料＞ 

□「黒田清隆とホーレス・ケプロンー北海道開拓の二大恩人―その生涯と業績」逢坂信忢著 北海タイム

ス社   □「黒田清隆―埋れたる明治の礎石」 井黒弥太郎著 みやま書房   □ ｢黒田清隆｣ 井黒弥

太郎著 日本歴史学会編集 吉川弘文館   □「青雲の果てー武人黒田清隆の戦い」奥田静夫著 北海

道出版企画センター   □ ｢新版 黒田清隆関係文書(鹿児島県歴史資料センター黎明館所蔵)｣ 犬塚

孝明・大島明子・広瀬順晧編修 北泉社   □ ｢北海道開拓をけん引した人 黒田清隆｣ 奥田静夫著 

屯田第54号 北海道屯田倶楽部  □ ｢維新 北海道人物伝 黒田清隆｣ 青山佾著 旬刊時事ジャーナル  

□ インターネット資料 他 
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ホーレスホーレスホーレスホーレス・・・・ケプロンケプロンケプロンケプロンのののの像像像像    （（（（背面背面背面背面のののの碑文碑文碑文碑文）））） 

    左側の像 [大通公園西十丁目] 

 

 ホーレス・ケプロンは､アメリカ合衆国

の人。明治四年わが国政府の招きに応じ、

合衆国農務長官の要職を辞して、開拓使

教師頭取兼顧問となり北海道開拓の大業

に参画した。すなわち､多くの外国人技師

を指導して本道の実情をきわめ､卓越し

た識見と豊かな経験に基づいて､北海道

開拓の基本方策を進言し､開拓長官をた

すけて､その実現に努めた。その勲業まこ

とに偉大である。 

 ここに、北海道百年を迎えるにあたり、

その偉業を回顧し､功績を永く後代に伝

えるため､この像を建立する。 

  

昭和四十二年十月 

  北海道開拓功労者顕彰像建立期成会 

        会長  廣瀬 経一 

黒田黒田黒田黒田    清隆清隆清隆清隆のののの像像像像                                （（（（背面背面背面背面のののの碑文碑文碑文碑文））））  

   右側の像 [大通公園西十丁目] 

 

 黒田清隆は鹿児島県の人。明治三年開

拓次官､のち開拓長官に任ぜられ北海道

開拓の大任にあたった。清隆はその性､明

察果断にして､開拓の知識を先進国に学

ぶ必要を痛感し自ら海外におもむき、知

見を広めるとともに、ホーレス・ケプロ

ンをはじめ、多数の外国人技師を招き､そ

の進言を入れ着々開拓の巨歩を進めた。 

 北海道開発の基礎は、まさに清隆の卓

見により確立したものといふべく､その

勲業まことに偉大である。 

 ここに北海道百年を迎えるにあたり､

その偉業を回顧し､功績を永く後代に伝

えるため､この像を建立する。 

 昭和四十二年十月 

  北海道開拓功労者顕彰像建立期成会 

          会長  廣瀬 経一 
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北海道･マサチューセッツ協会 主催 

 姉妹提携 20 周年記念 プレ・フォーラム   [ 記 録 抄 ] 

   日 時  平成21年9月19日（土） 13:30 ~ 16:15 
    会 場  道庁赤れんが庁舎 ２階会議室（札幌市中央区北３条西６丁目） 

      後 援    在札幌米国総領事館、北海道、北海道日米協会、（社）北方圏センター、 

     （財）札幌国際プラザ、北海道国際女性協会、北海道女性国際交流連絡協議会 

 

 2010 年は､北海道と米国マサチューセッツ州が 1990 年に姉妹提携関係を結び学術･文化･経済･

市民交流などの活動を続けてきて､ちょうど20周年の節目の年に当たります。 このことを踏まえ

て、今年から来年にかけて、いくつかの記念事業を計画しています。まず､最初の記念事業として、

プレ・フォーラムを開催しました。紙面の都合により、ここには、シンポジウム「北海道の近代

化とマサチューセッツ人脈」の各スピーカーの発表要旨をご紹介いたします。 

 

シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム：：：：テーマテーマテーマテーマ「「「「北海道北海道北海道北海道のののの近代化近代化近代化近代化ととととマサチューセッツマサチューセッツマサチューセッツマサチューセッツ人脈人脈人脈人脈」」」」ー発表要旨ー 

① 御手洗昭治 

(札幌大学教授､日本交渉学会会長､北海道日米協会理事､北海道･ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ協会会員) 

「黒船以前の日米関係の夜明け：マサチューセッツ出港船と日本」  

 

―以下で取り上げるアメリカ船｢レディ・ワシントン号｣と｢キャップテン・ケンﾄﾞリック｣の 

内容は､筆者が1994年に出版した『黒船以前：アメリカの対日政策はそこから始った！！』 

(第一書房)､並びに｢サムライ異文化交渉史｣(ゆまに書房,2007年)に基づくものである｡― 

 

今回の発表では、独立以後のアメリカの対日・アジア政策の動向についてマサチューセッツ州を

出港し、オレゴン州にも立ち寄り最初の日米貿易交渉に臨んだジョン・ケンドリック船長にフォー

カスを当てながら黒船来航以前の日米関係の夜明けについて若干の考察を試みたい。 

                   

15 世紀の大航海時代以来、イギリスをはじめとするヨ－ロッパ列強とアメリカは、相互の関連を

深めるようになり序々に世界の一体化へと歴史の歩みは進んでいった。アメリカは、1776 年経済学

者のアダム･スミスが「国富論」を出版した年に独立宣言を公布し その後、1780 年代からは中国貿

易に関心を示し始めた。多くの歴史学者は、中国貿易に関しての活動は商人にまかされ、アメリカ

政府としては積極的な支援を与えていなかったと指摘する。しかしながら、ハーバード大学の政治

歴史学者のアーネスト･メイは「当時、アメリカ の政府高官であり、後の米国大統領になったトー

マス･ジャファソンだけは別であった」 と主張する。 

 それを裏づけるのが、二隻の帆船の日本への来航である。当時共和国であったアメリカ国旗を掲

げ、これまでの通説とは違いアメリカの私免許状（的国船舶の拿捕を許可した政府発行の免許状）

を保持し、州議会から公的な役割（東洋貿易の振興）や支援を得て日本に初めて来航したのは、1791
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年のキャプッテン･ケンドリックと副官のロバ－ト･グレイ率いるブリガンデｨ－ン型（二本マスト）

帆船「レデｨ･ワシントン号」とスル－プ型（一本マスト）の帆船「グレ－ス号」である。ハーバー

ド大学の歴史学者でケネディ政権時代に駐日アメリカ大使を務めた故エドウイン O.ライシャワ－

氏と同じくハーバード大学の歴史学者であるアルバ－ト･クレイグ氏も、上記の二隻に ついて次の

ように述べている。 

「早くも一七九一年には、二隻のアメリカ船が日本の領域に進出していた。そして、一七九七年に

は、東インド会社のオランダ当局にチャーターされたアメリカ船が破損した自らの船を補充するた

めに長崎に入港した。1837 年には広東のアメリカ商人が、小型船のモリソン号を日本に向け出航さ

せた･･･。」 

[As E.O.Reischauer & A.M.Craig at Harvard briefly illustrated], As early as 1791 two 

American ships had entered Japanese waters, and in 1797 another visited Nagasaki, chartered 

by the Dutch authorities in the East Indies to replace their own ships, cut off from them 

by the Napoleonic wars. An American businessman in Canton dispatched a small vessel, the 

Morrison, to Japan in 1837 to repatriate seven Japanese castaways and through this act of 

good will, to open up relations with Japan, but the unarmed ship was fired on by the Japanese 

and driven off（御手洗 昭治『サムライ異文化交渉史』 ） 

 

 このライシャワーとクレイグ両氏が指摘している1791年にウイリアム･スチュア－ト船長 のニュ

ーヨーク船籍「エリザ号」以前に日本の紀伊の大島に「貿易交渉」のために来航した二隻のアメリ

カ船とは、一隻がケンドリック船長率いる90トンの「レデｨ･ワシントン号であり、ほかの一隻とは、

その船に伴い、副官のウイリアム･ダグラス船長率いた「グレース号」のことである。「黒船」を率

いて那覇経由で江戸湾に来航したペリ－提督より遡ること62年前の寛政3年、3月の出来事である。 

      

また、歴史家のデネットはアメリカ国旗は掲げていたもののオランダのチャーター船として長

崎に入港した「エリザ号」について以下の説明を加えている。 

  The relations between the Dutch and the Americans became very friendly, and when the newly 

created Batavian Republic hesitated to trust the annual Company ship to Nagasaki under a 

flag which the British might not respect, the Eliza, under the America flag, was charted 

for the voyage(1789). For several years thereafter the American flag appeared regularly 

in Japan each season, and when the Department of State, in 1832,began to assemble information 

with a view to treaty relations with Japan, it was mainly through Dutch sources and through 

Americans who, in the employ of the Dutch, had been to Nagasaki, that the information was 

secured.(御手洗 昭治『黒船以前』) 

 

紀州における日米の夜明けと日米交渉のプレリュード 

 

英文の歴史資料によれば、ケンドリック船長一行は、紀州の南の海岸に到着し、土地の人々から

歓迎を受けた記録が残されている。 

「ケンドリック船長は、ここで米国国旗を掲げたが、この方面でアメリカ国旗が翻ったのは、お

そらくこれが初めてのことであろう。一行は中国から日本へ良質のラッコの皮を二百枚ほど積んで
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はいたものの、日本側はその使い方をまったく知らなかった。」このためアメリカ側のペリ－以前に

行なわれた最初の対日交渉は成立にいたらなかった。 

「その後、二、三日航海し、一行は一群の島々を発見した。島の住民が水を売りにやってきたので、

この島を『水島』と名付けたのである。日本側はむろん、この島の住民たちと我々一行の中国人と

は言葉を通してのコミュニケ－ションは困難であった。しかし、文字を通しての意思疎通ではお互

いによく理解し合えた... 。」 

 また「外国通覧」によれば、船には紅毛人50人のほか、黒人（アフロ・アメリカン）20人、中国

人 5 人ほどが、乗船していたと記録されている。彼等は酒を飲み、踊りごとを毎朝行なっていたよ

うだ。そして、一行は木綿桶で水を取り、漁師にサイン入りの一書を渡した、内容の中身には何が

記述されているかは定かではないが、「アメリカ合衆国のニュ－･イングランド、ボストンのブリッ

ク型帆船『レデｲ･ワシントン号』指揮官、ジョン･ケンドリック」と示されてある。 

     一外船左ノ一書ヲ渡シタル由 

    本船乃堤紅毛船、地名花其載、貨物乃堤銅銕 (鉄）乃火炮五十員在中華國赴皮草國 

    而去無経貴地、偶遭風浪、漂流至此、在貴地、不過三五日之間、不好風而在此、好風 

  即日去本船人一百口、貨物實銅銕並無別物、船主名堅徳力記、此外蘭文モアシトナリ 

 

  なお、紀南遊嚢という歴史録は、信州高遠の藩士で砲術家であった坂本天山によって記録された

ものであるが、ケンドリック一行の樫野浦を含む十一日間の滞在中の動向を知る上で、興味深い情

報を提供している。以下は坂本天山が、和歌山の泰地（太地）で捕鯨状況等を視察し陸路伊勢それ

に三重県の伊賀を経て大阪まで帰るまでの事が書かれており、その中に、高芝村の医師であった伊

達李俊から十年程前に「アメリカ船二隻の大島立寄りの件を聞き書かされた文章があるのでその分

原文から抜粋」と記述された歴史録の一部である。 

 

    前文省略....須恵（須江）加志野（樫野）其ノ間ニ大島ト云フ島アリ、島ヨリ外ヲ 

    乗リ通ル、此ノ大島へ八十年前、外国ノ船二艘カカリテ、夜ハ大砲ヲ、昼ハ山ヨリ 

    布ノ袋ニテ船中ヘ水ヲ取リ、大島ノ木ヲ薪ニトリテ積ミ込ミ出デ走リシ処也 

    此異国船ノ事、江戸ヨリ風説ニテ、郷国（信州高遠）ニ居タリシ時、聞キ及ビシコ 

    トナリシガ、今度其ノ筆談ニ出タル伊達李俊（李俊ハ維徳軒ノ嗣ナリ）ガ語りシハ、 

    大島ノ沖ヘ十三段ニ帆ヲ掛ケシ異国船リ....以下略。 

  「須恵と樫野の間に、大島と云う島がある。その島の沖合に八十年前（寛政三年）、外国船二隻が、

姿を現した。夜には、大砲を響かせ、日中には、山より木綿樋で水を取り船まで運び、大島の木を

薪として船内に積み込み、船は出発したのである。 

 

  日米の数少ない文献で一致している点は、その殆どが日米親善の始まりともいえる「レディ･ワシ

ントン号」による日本寄港を、一アメリカ商船による日本「漂着」として捉えていることである。 し

かし他方、ホスキンズの日記は「ケンドリック船長は、3 月にラークス湾よりニューヨーク出身の

ダグラス船長を伴って出港。そして、「レデイ･ワシントン号とグレイス号は日本の南に位置した（紀

伊半島）の港に入港。地元の人々から大歓迎を受けた。そこでケンドリック船長は、その地で最初

ともいえるアメリカ国旗を掲げたのである。彼等は、日本まで二百枚ほどの上質のラッコの皮を運

んだのであるが、地元の日本人は、毛皮の使用方法をしらなかったのである。その後、数日間は、
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島の回りを航海。そして一群の島々を発見した。島の人々が水を売りに出向いて来たので、因みに

これ等の島を「水の島」と名付けることにした。ただし、それ等の島々は海図にも載っていない。

他の日本人はむろん、島の住民たち、それに中国人（の乗組員達）は、お互い言葉によるコミュニ

ケーションでは問題があった。しかし、文字を通しては、かなりの意思疎通ができたのである。こ

れらの島々での滞在期間は短いものであった。これら二隻の船は島々に別れを告げた後、離れ離れ

になりながらアメリカ北西海岸を目指して進んでいった」と記録している。 

 

筆者が1975年オレゴン州ポ－トランドにおいて「レディ・ワシントン号」に関する祝典に参加し

た後、リチャ－ズ女史が記載した英文も上記のホスキンズの日誌の一部を使用して「レディ･ワシン

トン号」の歴史的日本来航を歴史に残るシンボリックな出来事として記述している。以下がリチャ

－ズ女史の記録である。日米関係はそこから始まったのである。  

  Lady Washington came to be the first American ship to land at a port in Japan in 1791,some 

62 years prior to the entry of Commodore Perry and the official contact between the two 

nations in 1853.  It is doubtful that Capt. John Kendrick, then in command of the "Lady 

Washington" realized the historic significance of the event when he anchored at Ohshima in 

the port of Kushimoto, 184 years ago. 

  [Hopkins gives the following epitome of the voyage:]"Captain Kendrick left Larks Bay in 

March in accompany with the Grace of New York Captain Douglass New York Captain Douglass 

they went into a harbor on the southern coast of Japan where they were received by the natives 

with the greatest hospitality．Here Captain Kendrick displayed the American flag which is 

probably the first ever seen in that quarter（御手洗 昭治『黒船以前』）  

 

 

② 佐々木 晴美   （北海道･マサチューセッツ協会理事、北海道日米協会会員） 

 

「北海道の近代化とマサチューセッツ人脈」 

 

 明治維新は、世界史の中で次のように捉えることが出来ましょう。すなわち､１６世紀に始まった

大航海時代とヨーロッパの膨張、収奪されるインデイオと残酷な黒人奴隷貿易、ヨーロッパによる

世界制覇、産業革命により生み出された新しい生産・輸送システムを含む資本主義経済の出現、ア

メリカ独立戦争とフランス革命、議会が主権を持つ国民国家の出現、列強による植民地化とそれに

反発する独立運動、ロシアの南下・東方への侵出などの世界情勢の流れの中で起こった日本の政治

的・経済的・社会的な大変革と捉えることが出来ると思うのです。直接的には、18世紀のインドの

植民地化をめぐるイギリスとフランスの抗争～イギリス側の勝利とインドの完全植民地化（1877）、

1840～1842年のイギリスと清朝との間のアヘン戦争と南京条約締結、1851～1864年の清朝における

「太平天国」とイギリス・フランスと清朝との間のアロー戦争勃発などのアジアの動向、特に、こ

れらのアジア情勢の中での清朝の衰退に江戸幕府のみならず東シナ海に面した雄藩が強い危機感を

抱いていた状況の中で、1853年、1854年のペリー艦隊の来航を迎えたことが大きく影響したと言い

えましょう。その後、1853～1856 年のクリミヤ戦争でオスマントルコ帝国とイギリス・フランス・

サルディ二ア王国との連合軍に敗れ、トルコへの南下に失敗した後、1858 年には清朝との間にアイ
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グン条約を締結してウスリー江東部を両国の共同管理地とし、1860 年にイギリス・フランス両軍が

北京を占領した際に、清朝とイギリス・フランスとの和約に仲介の労をとったとして、露・清北京

条約を締結し広大な沿海州を割譲させ、しかも、その翌年には、日本海に臨む不凍港都市・ウラジ

オストク（「東方を支配せよ」の意味）を建設したロシアの膨張にも、早くからオランダを通して最

近の世界情勢を伝える「風説書」を受け取っていた江戸幕府が危機感を抱いたであろうことは容易

に推察できます。 

 かくして、欧米の主権国家を手本とし、集権的官僚制の確立、法体系の整備、領土の確定、富国

強兵、殖産興業を基本政策とした明治新政府にとって、日本の北辺に位置してロシアと国境を接し、

約83,000平方キロメートルの面積を有する北海道の開拓～近代化は、最重要課題の一つでした。 

 明治新政府は、明治2（1869）年9月、開拓使を設置し、北海道の本格的な開拓に着手しました。

明治4（1871）年1月、開拓使次官であった黒田清隆がアメリカに渡り、当時のグラント大統領に面

会し、開拓使顧問の招聘を依頼し、その結果、農務局長であったホーレス・ケプロン(1804～1885、

当時67歳)が大統領によって指名され、同年3月、開拓使顧問契約が成立しました。同年7月、ホ

ーレス・ケプロンは、秘書エルドリッジ、科学技師アンチセル、土木技師ウオーフィールドを伴い

横浜に上陸したことは広く知られています。この時、東京で、彼等一行は宮中吹上御所に招かれ、

明治天皇に激励の言葉を受けています。また、離日に際しても、明治天皇が、彼等を招き、その労

をねぎらっておられます。このことからも、当時の明治新政府が北海道の開拓～近代化に、いかに

真剣に取り組んでいたかがわかります。 

 ホーレス・ケプロンらが、3年10カ月の日本滞在中に行った各種調査に基づいて作成した「ケプ

ロン報文」は、その後の北海道の開拓～近代化に関する重要な指針となりました。当時のアメリカ

合衆国政府の重要な地位にあり、かつ、高齢であったにもかかわらず、明治新政府が、近代化に向

けて全力を傾注していた状況を受け止め、殆ど未開の地であった北海道の開拓～近代化に向けて大

きな貢献をされたホーレス・ケプロンは、北海道とマサチューセッツ人脈を結ぶ原点となりました。 

なお､北海道の開拓～近代化に際し､ケプロンは基礎的事業重視・独立自営殖民・民営・自由主義

の立場に立ったのに対し、黒田は国の財政事情などから収益を上げる事業を重視し、民間資本力の

脆弱から官営・保護主義の立場（渡航料や鍋釜の支給、営業や家を建てるための資金の貸与、食料

の支給など）に立ったと言われます。明治政府が採用した黒田の方針が、後年の北海道の官依存体

質の原点となったと思われます。 

 

 北海道とマサチューセッツ州の今後の交流の進め方については、「異文明の融和・融合～世界平和

のための国際フォーラム」の北海道・マサチューセッツ州共同開催を提案します。 

（趣旨） 明治維新後、開拓使顧問ホーレス・ケプロンに端を発するアメリカ、特に、マサチュー

セッツ人脈の助言と指導を通して、欧米文明との融和・融合を図りながら、その近代化を進めてき

た北海道とマサチューセッツ州の政府・関係団体・識者らが協働して､｢異文明の融和･融合～世界平

和のための国際フォーラム」（開催要領は筆者作製別紙）を開催し､21 世紀に入っても､なお､何の罪

もない多くの市民､とりわけ､女性や子供達に不条理な死と苦難の日々を強いている異文明間の対

立・抗争の悲劇的な状況を､現今の世界の英知を集め、少しでも融和･融合～世界平和の方向に転換

するための方策について､地球史的･人類史的視点に立った議論・考察を行い､それに基づくメッセー

ジを国際社会に発信することにより､世界の平和に寄与することを目指す。 
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③ 中垣 正史   （北海道･マサチューセッツ協会理事･事務局長） 

 

－世界にむけて開かれた目ｰ｢北海道の近代化とマサチューセッツ人脈」＜資料として記録圧縮＞ 

  

１、 幕末から明治新政府へー日本の近代化への原動力となった人たちのほとんどが欧米の留学生 

◆薩摩藩英国留学生―1865年(慶応元年)3月､15名の留学生と4名の使節団を英国に派遣 

    森有礼→駐米公使(少弁務使)｡初代文部大臣｡ 村橋久成→戊辰戦争の砲隊長として活躍､

その後開拓使へ(1874･明7琴似屯田兵屋208戸建設､1876･明9中川清兵衛技師とサッポ

ロビール創設)。など 

◆長州藩青年5名密出国→1863年(文久3年)5月、藩黙認で英国留学｡井上馨→薩英戦争勃発

により翌年帰国。大蔵大臣｡殖産興業に尽力、財界に大きな力を持つ.伊藤博文→薩英戦

争勃発により翌年帰国。初代内閣総理大臣。憲法草案起草。など 

◆岩倉使節団の派遣＜1871年(明治4年)11月12日～1873年(明治6年)9月13日＞ 

米国・ヨーロッパ各国(12カ国)へ1年10ヵ月、岩倉具視(46歳)他107名派遣 

ー1864元治元年函館から密航米国留学していた新島襄(28歳)が通訳として同行ー 

 

2、明治政府の開拓使設置―北海道の近代化へのステップ 

◆明治2年(1869) 7月、明治政府の開拓使設置 ―同年8月蝦夷地を北海道と改称。 

黒田清隆が、明治3年(1870) 5月開拓次官となり、明治7年(1874) 8月には、第三代開拓

使長官となり開拓使廃止直前＜最後の開拓長官西郷従道は､明 15,1,11－15,2,8 の短期在任

＞の明治15年(1882) 1月まで、本道行政の直接の責任者として活躍。北海道の開拓の基礎

を築いた最大の功労者。―明治4年(1871年)1月、開拓次官黒田清隆(31歳)、留学生7名と

ともに渡米＜2月12日～6月7日)､森有礼(30歳･駐米公使)とともにグラント大統領(49歳)

に開拓使顧問の招聘を依頼、米国農務省長官ホーレス・ケプロン(1804-1885､当時 67 歳)の

顧問契約を成立させる。（この間、英･仏･蘭を経て露に至り、帰路米国で機械等を購入）。合

計78人の外国人(そのうちアメリカ人48人)を招いて北海道開拓に欧米の先進技術を導入し

たのも黒田の高い識見によるものでした。 

ホーレス・ケプロン＜1871年(明治4)8月25日来日～1875年(明治8)5月23日離日＞は、

明治4年(1871年)8月、秘書エルドリッジ、科学技術師アンチセル、土木技師ワ―フィール

ドを伴って来日。滞日約3年9カ月。アンチセル、ワーフィールドの開拓予備調査、ケプロ

ン自身の 3 回にわたる道内各地の長期視察・調査を通してまとめられた｢ケプロン報告書｣

(①明治4年(1871) 11月、②明治6年(1873) 11月、③明治8年(1875) 3月)、さらに離

日に際して、開拓使に提出した｢報文要略｣は、その後の北海道開拓の重要な指針となります。 

 

３、ケプロン山脈･･･マサチューセッツ人脈(アメリカ人指導者たち) 

ケプロン＜年俸10,000ドル＞は来日に際し、工学・地質・鉱学関係担当の技師として合衆国

農務省に勤務していたアンチセル、測量・土木関係担当の技師としてバルチモア･オハイオ鉄道

に勤務していたワーフィールド、それに書記兼医師としてジョウジタウン医科大学解剖学助

手・合衆国農務省図書館司書をしていたエルドリッジという優秀なスタッフを同行しました。 

ケプロン在任中のお雇い外国人の大半は、ケプロンの推薦・承認のもとに採用されたことも
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あり､多くのアメリカ人技術者が中心となったようです｡ 地質･測量･鉱山開発のベンジャミ

ン･S･ライマン＜年俸7,000ドル＞(1835－1920)＜1873･明 6､１,18来日～1880･明 13､12,22離

日・滞在6年半＞ 助手マンロー(1872・明 5来日～後,コロンビア大学 学部長)､農業･牧畜の

ボーマー(1871・明4来日～) オハイオ州の牧畜酪農家エドウィン･ダン(1848－1931)＜1873・

明6､7来日･25歳～明9,6来札―明15,12離札～1931･昭6､5,15東京自宅死去＞ などがよく知

られています。明治9年(1876)6月、エドウィン・ダンは、園芸担当のボーマーと共に札幌官園

に転勤し、直ちに真駒内牧牛場の建設に着手、搾乳場・乳製品加工場・用水路など、牧場の施

設が整備していきます。 

ケプロン帰国後も､札幌農学校関係では､ 初代教頭･農学･化学･数学のウィリアム･S･クラー

ク＜年俸7,200ドル＞(1826－1886)＜1876・明9､7,31来札・当時50歳～1877･明10,4,16離札・

滞在８ヵ月16日＞、土木工学･数学･第2代教頭で､時計台･モデルバーン･ 豊平橋などを設計し

たウィリアム･ホイーラー＜年俸3,000ドル＞(1851―1932)＜1876・明9､7,31来札・当時25歳

～1879・明12,12帰国・滞在3年半＞、 化学･農学･数学･第3代教頭で､石鹸･ローソク･マッチ･

コークス･魚油などの製造実験をしたディヴィド･ペンハロー＜年俸2,500ドル＞(1851－1932)

＜1876･明9､7,31来札･当時22歳～明13,8・滞在4年間＞、農学･官園監督･第4代教頭で､丘珠

タマネギ･トウモロコシ･カボチャ･トマト･キャベツなどを栽培したウィリアム･ブルックス＜

年俸2,500ドル＞(1851－1938)＜1877・明10､2来日・当時26歳～明21・滞在10年7ヶ月＞、

生理学･解剖学･病院医術顧問で札幌の病院施設の充実･学校の身体検査の創始などに努めたジ

ョン･C･カッター(1851－1909)＜1878･明11､9来日～1887･明20,1・滞在8年4ヶ月｡ー死後1910

年､遺言により札幌市に寄付された500ドルをもとに1938年･昭13に大通西5「聖恩碑」四隅に

カッターさんの水飲み場が設置されている>、 数学･土木のピーボディー(1878・明11､12着任

～明14,7離任)、 サマーズ(1880･明13､6着任ー明15､６離任)、 ストックブリッジ(1885･明

18､5着任ー明22､1離任)､ ヘート(1888･明21､１着任ー明25･8離任)、ブリガム(1889･明22､

１着任ー明26､11離任｡＜外国人教師の最後>)など合計10名を迎えています。これら札幌農学

校初期の米国マサチューセッツ州出身の教師は、総じて勤勉で献身的に職務以外の仕事にも非

常に熱心に取り組み、ほんとうに北海道開拓期の立派な指導者でした。 

また､茅沼･幌内炭鉱のゴージョー、ダウス（2名､1879･明12来日～）、 鉄道敷設･土木顧問

のジョセフ･クロフォード(1878･明11来日～)、 水産加工･魚肉缶詰製造のトリート(1877・明

10来日～) などが招かれており、ケプロンを筆頭に、78名の｢お雇い外国人｣中48名がアメリ

カ人でした。 

 

■ケプロンは､1871年(明治4年)9月､早速､東京に農事試験場「官園」3ヶ所設置して､アメリ

カから輸入した動植物を管理し､同時に北海道の七重・札幌にも官園を設置。札幌では、札

幌本庁敷地北側に3600坪(後に40万坪に拡大)の「御手作場」を設け､種々の農作物を栽培｡

｢葡萄園｣｢ホップ園｣｢果樹園｣なども設けられる｡その後、1876 年（明治9年）には､この官

園のうち､30万坪が札幌農学校農場に移管される。 

開拓使は､ケプロンの献策により､札幌市内大通ー北1条・東1丁目ー東4丁目を工業ゾーン

として､多くの｢官営工場｣を建設する。現在のサッポロビールの原点「開拓使麦酒醸造所」

がこの地に誕生する。 

■ケプロンの進言を受けて､1872年(明治5年)3月開拓使「仮学校」開校｡1875年(明治8年)9

月札幌に移転して｢札幌学校｣とし､翌年(明9)8月14日クラーク博士一行を迎えて「札幌農

学校」が開校されます。 
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平成平成平成平成 21212121 年度年度年度年度    第第第第２２２２回回回回 国際交流国際交流国際交流国際交流ランチセミナーランチセミナーランチセミナーランチセミナー記録記録記録記録    
 ～～～～ ハロウィーンハロウィーンハロウィーンハロウィーン････異文化理解異文化理解異文化理解異文化理解のふれあいのふれあいのふれあいのふれあい ～～～～  
 

日日日日    時時時時            平成平成平成平成 21212121 年年年年 10101010 月月月月 24242424 日日日日（（（（土土土土））））        10101010 時時時時 30303030 分分分分～～～～14141414 時時時時 00000000 分分分分    
会会会会    場場場場            すみれすみれすみれすみれホテルホテルホテルホテル    2222ＦＦＦＦ    レストランレストランレストランレストラン    「「「「    ルピナスルピナスルピナスルピナス    」」」」    （（（（中央区北中央区北中央区北中央区北 1111 条西条西条西条西 2222 丁目丁目丁目丁目））））    

 

 
＜ゲスト＞ 
宋    林           ( ソン    リン )      北海学園大学留学生    （中国）   M 

楊  紅 敏          （ ヤン   ホンミン ）    北海学園大学留学生     (中国)    F 

趙   美 賢          （ チョウ  ミヒョン      北海学園大学留学生    （韓国）   F 

ギリ・パルバティ                             札幌大学留学生     （ネパール）  F 

ギリ・パビトラ                                   札幌国際日本語学院  （ネパール） F 

Mr. Simon Price      （サイモン・プライス）    札幌大学留学生     (イギリス)  M 

Mr.Nick Westwood       (ニック・ウエストウッド  札幌大学留学生    （イギリス） M 

Mr.INAM Aasim              (アーシム)      JICA海外技術研修員（パキスタン）M 

藤田恵子ナンシー           (ナンシー )      JICA海外技術研修員 （ブラジル） F 

KALENGA Moses Kuwonga Smart (スマート )       JICA海外技術研修員  (マラウイ） M 

PHOMMAVONGSA Deuansavanh     (デュアン)         JICA海外技術研修員 （ラオス） M 

    

 

概要: この国際交流ランチセミナーは、2001年(平成13年)から、広く多国籍の北海道在住外国人をゲスト

としてお招きして、国際交流や異文化理解の楽しい時間を共有しています。今回は、北海学園大留学生3名,

札幌大学留学生4名、札幌国際センターのＪＩＣＡ海外技術研修員4名など合計11名のゲストをお迎えして、

国際色豊かな楽しい時間となりました。このセミナーは、今回で25回目です。あのオレンジ色の巨大パンプ

キンの「ジャック･オー･ランタン」作りは､サイモンさん､ニックさんの指導でみんなで盛り上がりました。 

(今回の通訳は、北海道大学国際企画課のマケンナ理加さんにお願いしました。) 

ここには紙面の都合で、各国ゲストのスピーチの1部をご紹介します。今回の参加者は､合計40名でした。 

 

 「ハロウィーン Halloween」は､もともとアイルランドケルト人の｢収穫感謝祭｣がキリスト教に取
り入れられたもので､死者の霊を慰める｢万聖節｣(All Saints’Day)の前夜祭(10月31日の夜)に行わ

れる伝統行事。この夜は､死者の霊が家族を訪ねたり、精霊や魔女が出てくると信じられていて､こ

れらの悪霊から身を守るために魔女･コウモリ･ドラキュラなどの仮面をつけたりして悪魔と同じ格

好をして､魔除けの焚き火を焚いたりしました。これに因み､31 日の夜､｢ジャック･オー･ランタン｣

(お化けかぼちゃ)で怖い顔を作り内側にローソクを灯して死者の霊を迎え､悪霊を追い払います。ま

た魔女やお化けに仮装した子供達が｢トリック･オア･トリート(Trick or treat.お菓子をくれなき

ゃ､いたずらするぞ)｣といって､近所の家をまわります。また家庭では､かぼちゃのお菓子を作り､子

供達がもらったお菓子を持ち寄り、ハロウィーンパーティーを開いたりします。 

「ジャック･オー･ランタン」は､ハロウィーンのシンボルです｡アイルランドと英国ではカブを使

い､アメリカ移民たちが刻みやすいカボチャを使ったことにより､今日ではアメリカのオレンジ色巨

大カボチャが有名になって､人気行事になっています｡黒とオレンジが伝統的なハロウィーンの色で

す。日本の伝統行事では､迎え火を焚いて祖霊を迎えるお盆の行事･「ローソク出～セ、出さないと

引っ掻くぞ」といって子供達が近所の家をまわる七夕の行事などに似ています。    
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１１１１    デュアンデュアンデュアンデュアン    ((((ラオスラオスラオスラオス・・・・男性男性男性男性))))    

みなさんこんにちは。今日は､このようなすてきなハロゥィーンパーティーにお招きいただき､あ

りがとうございます｡今日､テーブルでお話した方々は､みなさんとても親切でうれしく思います。 

私は､ラオス＜注：首都ビエンチャン､人口519万人､国土面積は日本の約３分の２、ラオス語、宗

教は仏教、1953年フランスから独立＞から着ました。私の最初の留学で、現在､北海道大学の博士課

程に在籍しています。専攻は機械･航空工学です。私は、サッカー・バスケット・バドミントン・水

泳などが好きです。友人は私を｢スポーツマン｣と呼びます。 

ラオスでは､ハロウィーンは広く一般的に行われる行事ではなく､キリスト教会でクリスチャンが

するイベントです。一般の人が招かれることもあります。私は､日本にいますので､ハロウィーンが

どのようなものかと思って参加しました。もしかしたら､これ以外にもハロウィーンパーティーがあ

れば参加するかもしれません。（笑）  

日本で､いろんな経験をしたいと思っています。ありがとうございました。 

    

２２２２    パルバティパルバティパルバティパルバティ    ((((ネパールネパールネパールネパール・・・・女性女性女性女性))))    ＜日本語で＞    

みなさんこんにちは。ネパール＜注：首都カトマンズ､人口 2,259 万人､国土面積は日本の約5分

の 2、ラオス語､宗教はヒンズー教､1769 年現在のグルカ王朝成立＞からきましたパルバティです。

札幌大学の留学生2年生です。日本語はまだまだです。まず、最初に北海道･マサチューセッツ協会

にお礼申し上げます。このような機会を設けてくださってありがとうございました。 

ネパールには､ハロウィーンの行事はないので、興味をもって参加しました。ネパールには外国の

お祭はありません。今日は､みなさんとても親切にしてくださるので、とても楽しい時間をすごして

います。ありがとうございます。 

    

３３３３    アーシムアーシムアーシムアーシム    ((((パキスタンパキスタンパキスタンパキスタン・・・・男性男性男性男性))))    

こんにちは。最初に、皆様とこのようにランチをとりながら楽しくお話できることにお礼申し上

げます。私はパキスタン＜注：首都イスラマバード､人口1億3,815万人、国土面積は日本の約2倍、

ウルドゥ語･英語、宗教はイスラム教、1947年英国から独立＞から来ましたアーシムと申します。今

年の9月に日本にきました。北海道大学の博士課程で、土木工学･道路の舗装などを研究しています。

私は、スポーツでは、テニス、クリケットなどが好きです。 

このようなすばらしいハロウィーンにお招きいただきましてありがとうございます。おもてなし、

料理もとてもすばらしいので感謝しています。とてもすばらしいイベントだと思います。ハロウィ

ーンの行事は、パキスタンやイスラム諸国でも行われています。子どもたちは、飾り付けやキャン

ディーなどを楽しみにしています。今日は、私も楽しい時間をすごしています。ありがとうござい

ました。 

    

４４４４    ニックニックニックニック    ((((イギリスイギリスイギリスイギリス・・・・男性男性男性男性))))    

みなさまこんにちは。今日は英語でスピーチさせていただきます。私はニック・ウエストウッド

と申します。イギリス＜注：首都ロンドン、人口5,901万人、国土面積は日本の約5分の3、英語、

宗教は英国国協会＞のリバプール大学出身です。札幌大学の留学生で 3 年生です。国際経済学と日

本語を専攻しています。読書・映画が好きですが、スポーツは､クリケット･サッカー･バドミントン

で､一番上手なのはバドミントンです。スノーボードも大好きなので札幌に来ました。(笑) 
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イギリスでは､いろんなイベントがあるので、ハロウィーンも人によってとらえ方が違うと思いま

す。私は小さいときは、お化けとか怖いものに仮装して｢トリックオアトリート｣に出かけて楽しか

ったです。でも､中学・高校生のころは、特にしませんでした。やはり小さい子どもが楽しみにして

やります。大学生になってから、またいろんなイベントに参加して楽しんでいます。友人と仮装し

て食事に行ったり飲みに行ったり、またボーリングをしたりして楽しんでいます。 

今日は、お招きいただきありがとうございました。 

    

５５５５    ナンシーナンシーナンシーナンシー    ((((ブラジルブラジルブラジルブラジル・・・・女性女性女性女性))))    ＜日本語で＞ 

みなさまこんにちは。最初にこのような機会を提供してくださったことに感謝を申し上げます。

私は、顔は日本人ですけど、ブラジル＜注：首都ブラジリア、人口1億 5,988 万人、国土面積は日

本の約22倍、ポルトガル語、宗教はカトリック＞で 生まれた日系ブラジル人です。私は現在、JICA

のプログラムで、IT技術関係の研修をしています。 

ブラジルでは、ハロウィーンパーティーは一般的ではありません。英語コースのクラスとかで行

われるだけです。ブラジルでは、10月12日に、「子どもの日」というのがあります。休日なので、

家族は子どもたちと一緒に出かけて買い物をしたり、ゲームをしたりして楽しみます。 

ハロウィーンは、札幌に来てはじめてです。札幌のお店では、ハロウィーンの飾りつけがしてあ

ってめずらしいハロウィーングッズが沢山売っていて、異文化に驚いていますが、楽しんでいます。

日本にいる間に、日本のことをたくさん学んでブラジルに帰りたいと思っています。 

今日は、おいしい食事を楽しみながら、とくに私のテーブルに座っているすてきな人たちと知り

合うことができました。どうもありがとうございました。 

    

６６６６    スマートスマートスマートスマート（（（（マラウイマラウイマラウイマラウイ････男性男性男性男性））））    

＜朝は、一人で50分くらい迷っていたそうです＞(笑い？)  

みなさまこんにちは。私はモーゼスと申します。名字カレンガです。モーゼスは「水からでた人」

というような意味で聖書に由来します。カレンガは創造者という意味です。 

私は、現在、9月8日から11月10日までの予定で､JICAの研修プログラムで、下水道システムを

学んでいます。私のグループでは、今日は私だけ時間があったので、1人で参加しました。 

私は、歌を歌うこと・読書・写真などが趣味です。人との交流、特に子どもが大好きです。それ

で、札幌の街でも、母親と子どもが歩いているのを見るとすぐ、「コンニチワ」と声をかけています。 

私は、中央アフリカのマラウイ＜注：首都ロリングウェ､人口 1,300 万人､国土面積は日本の3分

の１、英語・チェワ語、宗教はキリスト教・イスラム教など、1964 年イギリスから独立＞の出身で

す。マラウイは、平和的な国です。それで「心あたたまるアフリカ」といわれています。マラウイ

では、ハロウィーンの行事は盛んではありません。クリスマスが一番大きなイベントです。マラウ

イの80％がクリスチャンです。10％がイスラム教徒、他の宗教が5％、残りの5％が無信仰者という

ことになります。 

クリスチャンの祝日･12月25日は休日ですので、みんな家族そろって買い物にでかけます。この

日は､値段がとても安いのです。それで子どもたちや友だちにも贈り物をします。サンタクロースの

格好をした人が店に現れて、子どもたちにキャンディをあげます。 

今回いろいろ、日本での経験はいい経験になると思っています。ありがとうございました。 
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７７７７    楊楊楊楊    紅紅紅紅    敏敏敏敏    ((((中国中国中国中国・・・・女性女性女性女性))))    ＜日本語で＞ 

こんにちは。私は､ヤン･ホン･ミンです。雲南師範大学日本語･日本文学部から北海学園大学に留

学しています。私は、中国 ＜注：首都北京、人口約13億人、国土面積は日本の約25倍、宗教は道

教･仏教･キリスト教･イスラム教など＞の雲南省から来ました。中国には 55 の少数民族があります

が、南の雲南省には25の少数民族が住んでいます。 

それで、雲南省のお話をします。そのひとつ。少数民族「モソ族」は、今でも母系社会の生活を

しています。「男は嫁をもらわない、女は嫁にいかない」という「通い婚」なのです。男と女は夜に

会って、昼間は別に生活しています。 

もうひとつ。首都「昆明」＜注：人口約 400 万人＞は、緑の森林のかこまれ、花の町と呼ばれて

います。広い栽培地があって世界中にいろんな花を輸出しています。花の市場があって、1本・2本

ではなく、1㎏・2㎏単位で売っているんです。みなさん、バラは１㎏でいくらすると思いますか？

30円ですよ。20本くらいありますからとても安いですよ。お花の好きな人はぜひ昆明に来て下さい。 

今日は、どうもありがとうございました。 

    

８８８８    趙趙趙趙    美美美美    賢賢賢賢    ((((韓国韓国韓国韓国・・・・女性女性女性女性))))    ＜日本語で＞ 

みなさま、こんにちは。チョウ・ミヒョンと申します。韓国＜注：首都ソウル、人口4,833万人、

国土面積は日本の約4分の１、韓国語、宗教はキリスト教30％・仏教２０％・無宗教5０％＞の大

田大学から北海学園大学に1年間の交換留学生として来ています。大田(テジョン)は､ソウルから3

時間くらい南にあります。札幌と同じくらいの都市です。ランチセミナーの参加は､今回2回目です。

また皆様にお目にかかれて嬉しいです。 

私は、日本のいろんな文化に関心があって、最近空手を習っています。むずかしいですがとても

楽しいです。みんなが私に、夜道を一人で歩いても怖くないでしょうとか言います。(笑) 韓国に

帰ったら、空手と似ているテコンドーも習ってみたいと思っています。 

韓国では、ハロウィーンはキリスト教会の行事として行われています。私は､ハロウィーンは今日

はじめてなので楽しいです。韓国では、お正月・お盆などは日本と同じですが、日本にはないもの

では、「先生の日」というのがあります。この日は、みんなで先生にプレゼントをしたりします。 

みなさん、韓国に関心のある人は私に声をかけてください。いろんなことを教えてあげます。い

ろんな人と出会いを楽しんでいます。今日は、ありがとうございます。本当にいい時間を過ごしま

した。これからもどうぞよろしくお願いします。 

    

９９９９    パビトラパビトラパビトラパビトラ    （（（（ネパールネパールネパールネパール・・・・女性女性女性女性）））） ＜日本語で＞    

みなさま、こんにちは。私は、ネパールから来ました「パビトラ」と申します。現在、札幌国際

日本語学院で日本語を勉強しています。音楽を聴くのが好きです。日本の食べ物では「てんぷら」

と「ラーメン」が好きです。ネパールは、他民族・多言語の国なのでお祭りが沢山あります。面白

い年1回のおイベントがあります。それは、年下の人が年上の人におくりものをするのです。 

今日は､とても楽しい時間をすごしています。ありがとうございます。 

    

１０１０１０１０    宋宋宋宋    林林林林    （（（（中国中国中国中国・・・・男性男性男性男性））））    

こんにちは。今日は皆さんにお会いできてうれしいです。中国の大連民族学院大学から来ました

「宋 林」と申します。この大学には中国の 56 の民族の学生が全部います。私は、中国の朝鮮民族
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なので、小さいときから、韓国語と中国語の両方ができます。異文化交流に強い関心があって、日

本に留学しました。現在、北海学園大学人文学部で勉強しています。テレビでのサッカー観戦が好

きです。最近は、日本のお笑い番組にはまって毎日観ています。将来は、立派なセールスマンにな

りたいです。 

中国のイベントでは、9月3日に行われるスポーツ大会が好きです。私は、超専族式のレスリング

がすきです、ルールは、日本の相撲に似ています。（会場に呼びかけて･･･）誰か相手になってくだ

さい･･･組み方を紹介します･･･ニックさん(大柄のイギリス学生)？大きすぎます･･･スマートさん

(マラウイの普通体格の男性)お願いします。＜ 二人で組んで「開始」といって、組み手のデモン

ストレーション･･･拍手･･･＞ 中国語と韓国語に興味のある人は、いつでも、私に連絡してくださ

い。今日はおいしい食事をありがとうございました。 

    

１１１１１１１１    サイモンサイモンサイモンサイモン（（（（イギリスイギリスイギリスイギリス・・・・男性男性男性男性））））    

皆さん、こんにちは。私は、ニックと同じリバプール大学出身です。大学が休みの時はスイスに

住んでいます。イギリスのハロウィーンは、ニックが話しましたので、私は、イギリスの一番大き

なイベント(ロンドンのお祭り)について話します。11月5日の「ガイ・フォークスの日」(Guy Fawkes 

Day)です。＜注：1605年11月5日、弾圧されていたカトリック教徒によって計画された政府転覆を

はかる上院議場爆破未遂事件。実行責任者がガイ･フォークス。＞この日､ 夜にはロンドン中で花火

が打ち上げられて、にぎやかでとても綺麗です。また､首謀者ガイ･フォークスの人形を担いで回り、

最後に焼き捨てます。しかし、この日は、400年前の英国政府に対する民衆の陰謀計画をお祝いする

日でもあります。イギリスでは､この反逆精神の象徴とされる「ガイ・フォークスの日」(花火大会)

の方が､ハロウィーンより重要な日とされています。これは、家族で楽しむ一大イベントです。 

今日は、楽しいパーティーへのご招待に感謝します。 
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事事事事    務務務務    局局局局    短短短短    信信信信     

 

北海道北海道北海道北海道････マサチューセッツマサチューセッツマサチューセッツマサチューセッツ州姉妹提携州姉妹提携州姉妹提携州姉妹提携20202020周年記念周年記念周年記念周年記念プレプレプレプレ････フォーラムフォーラムフォーラムフォーラムのののの実施報告実施報告実施報告実施報告    

2010年は､姉妹提携20周年の節目の年にあたります。最初の記念事業として､｢プレ・フォーラム」を､9月17

日(土)、道庁赤れんが庁舎会議室で開催しました。主催者挨拶森本正夫会長。来賓祝辞山本邦彦副知事。 

第 1 部シンポジウム「北海道の近代化とマサチューセッツ人脈」については、各スピーカーの発表要旨を本

誌（8頁～12頁）にご紹介しました。第2部特別講演「米国のスマートパワー政策と日米パートナーシップ」（ゲ

ストスピーカー：ダーナ・ウエルトン氏（在札幌米国総領事館総領事）については、紙面の都合もあり掲載で

きません。ウェルトン総領事は、流暢な日本語で、終始笑顔で質疑をまじえながら、わかりやすくお話されま

した。『オバマ・鳩山新政権の下で新しいパートナーシップを築くことが重要だ』とし、そのために[Development

（開発）、 Diplomacy（外交）、 Defense（防衛）の"3D"が鍵となる]との見解を示されました。 

このフォーラムを通して、すばらしい国際理解の時間を共有することができたと思います。終了後、多くの参

加者から､とても面白く有益であったという感想をいただきました。 

 

バークリーバークリーバークリーバークリー音楽院音楽院音楽院音楽院タイアップタイアップタイアップタイアップ    第第第第5555回回回回「「「「北海道北海道北海道北海道グルーブキャンプグルーブキャンプグルーブキャンプグルーブキャンプ2010201020102010」」」」<<<<    2010,3,22010,3,22010,3,22010,3,28888～～～～4,4,4,4,3333    ＞＞＞＞    

ボストンの名門バークリー音楽院(Berklee College of Music)のタイガー大越教授他5名の音楽専門教授陣に

よる､ジャズ音楽文化の振興と若い世代を育成するためのジャズセミナー｢北海道グルーブキャンプ 2010」第 5

回(札幌市芸術文化財団主催)が、札幌芸術の森アートホールで開催されます。「北海道･マサチューセッツ協会」

も後援。最終日､バークリーオールスターズによる､スペシャルジャズライブ(前売3,000円･当日3,500円))が予

定されています。希望者は､｢北海道グルーブキャンプ事務局」(TEL 011-592-4125)にお問い合わせ下さい！  

セミナー参加対象は､小(高学年)･中高生､約120名＜受講料は各パートとも4万円＞｡ なお、受講者の中から

優秀者数名に､バークリー賞として｢バークリー夏期講座｣(5週間)への参加資格(授業料免除)が与えられます。 

 

2010201020102010コンコードカーライルコンコードカーライルコンコードカーライルコンコードカーライル高校高校高校高校ブラスバンドブラスバンドブラスバンドブラスバンド(102(102(102(102名名名名))))来札来札来札来札････････････合同演奏会合同演奏会合同演奏会合同演奏会････国際交流会国際交流会国際交流会国際交流会などなどなどなど    
 2010 年 4月 13日､マサチューセッツ州コンコードカーライル高校ブラスバンドグループ(生徒88名、引率者

14名、合計102名)が来札します。姉妹提携20周年記念行事として歓迎します。、道庁表敬訪問、札幌白石高校

との合同演奏会(札幌市民ホール･4月 15日 18:30),高校生を中心とした国際交流会(札幌市社会福祉総合センタ

ー･4 月 16 日･18:30)やホームステイ(３泊)など､また赤れんが庁舎･時計台･北海道開拓の村･札幌ドームなどの

視察も予定しています。会員の皆様の合同演奏会･国際交流会への積極的なご参加とぼらんティアスタッフ、ホ

ームステイ受入家庭の募集等のご協力もお願いいたします。詳細は､別紙により､ご案内とお願いをさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

＜コンコードカーライル高校訪問団来札の主な日程＞（ 4,13 ～ 4,17 ） 
4月13日(火) 夜 新千歳空港到着（札幌国際ユースホステル泊） 

4月14日(水) 道庁知事表敬訪問・赤れんが庁舎見学・札幌白石高校との合同リハーサル 

4月15日(木) （リハーサル） 20周年記念セレモニー・合同演奏会 

（札幌市民ホール・18:30～20:30） 

4月16日(金) 市内視察・ 高校生を中心とした20周年記念国際交流会 

(札幌社会福祉総合ｾﾝﾀｰ・18:30～20:00） 

 4月17日(土) (午前)ホストファミリー交流 (午後)七飯町へ出発 

◎ 生徒はホームステイ交流希望（14日・15日・16日の3泊） 

 

新入会員紹介新入会員紹介新入会員紹介新入会員紹介    ((((    2009200920092009年年年年7777月月月月31313131日以降日以降日以降日以降    ))))        ＜個人会員＞ 原田 洋平   近藤 信之   
 

訃訃訃訃    報報報報    有江幹男名誉会長(89歳)が､11月21日に逝去されました。先生は､北海道･マサチューセッツ州交流委員

会(`88設立)委員長･当協会(`90設立)名誉会長としてご尽力されました。ここに謹んでご冥福をお祈り致します。     
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